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明

治

期

に

お

け

る

水

力

の

利

用

に

つ

い

て

藤

原
式

水
車

の
場
合

一
、

は

じ

め

に

日
本

の

工
業

化

の

進

展

に
と

も

な

っ
て
、

石

炭

と

蒸

気

機

関

の

利

用

は

明

治

期

に

お

い

て
急

速

な

普

及

を

み
た

。

そ

の
普

及
度

の
最

も

遅

か

っ
た
分

野

の

一

つ
で

あ

る

農

業

部

門

に
お

い

て
も

、

明

治

二

五

年
新

潟

県

西

蒲

原

郡
巻

町

堀

山
新

田

に

お

い
て

排

水

機

が
蒸

気

機

関

(

一
〇

馬

力

)
に
よ

っ
て

運
転

さ

れ
、

農

業

用

揚

水

機

の
動

力

化

に
先

鞭

を

つ
け

た
。

さ

ら

に
灌
漑

用

揚

水

機

と

し

て

は
翌

二
六

年

福

井

県

坂

井

郡

芦

原

村

番

田

(

三
五

馬

力

)
の

も

の
が

最

初

で
あ

る
。

し

か

し

こ

れ

に
続

く

も

の

は
少

く
、

よ

う

や
く

明

治

四
〇

年

以

降

に
至

っ
て
蒸

気

機

関

の
設

置

が
盛

ん

と

な

り
、

そ

れ

は

や
が

て
急

速

に
電

力

や
石

油

発

動

機

、

ガ

ス

機

関

等

へ
と
転

換

を

急

ぐ

こ

と

に
な

る

の

で
あ

る
。

従

っ
て
明

治

期

は
依

然

と

し

て

在

来

の
農

業

用
揚

水

機

が

利

用

さ

れ

て

い
た

で
あ

ろ

う

こ
と

は
想

像

に
難

く

な

い

で

あ

ろ
う
。

否

、

む

し

ろ

そ

れ

ら

が

普

及

し

改

良

さ

れ

た
時

期

で

あ

っ
た

よ

う

に
思

わ

れ

る

。

し

か

し

そ

の
実

態

を

明

ら

か

に
す

る

こ
と

は

極

め

て
困

難

な

調

査

研

究

が

必

要

で
あ

ろ
う

。

た
と

え

ば

明

治

末

か

ら

大

正

期

に

か

け

て
農

商

務

省

が

行

っ
た
数

次

の

農

業

用

揚

水

機

に
関

す

る
調

査

で

は

、

在

来

の
農

業

用

揚

水

機

は

調

査

の
対

象

か

ら
除

外

さ

れ

て

い

て
、

そ

の
実

態

は

明

ら

か

で
な

い
。

「
農

業

用

揚

水

機

調

査

・
第

二
次

」

(
大

正

元

年

八
月

末

日
現

在

・
大

正

二
年

十

二

月
発

行

・
『
農

務
彙

纂

」

第

四

十

五

)
は

そ

の
凡

例

で
「

千

葉

、

和

歌

山

、

岡

山

、

広

島

ノ
諸

県

二
於

ケ

ル
流

水

力

ヲ
利

用

ス

ル
小

規

模

ノ
水

車

式

揚

水

機

及

兵

庫

、

滋

賀

、

石

川

ノ
諸

県

二
於

ケ

ル
人

力

卿

筒

ハ

本

調

査

二
之

ヲ
掲

ケ

ス

」
と

明

記

し

て

い

る
。

と

こ

ろ
が

同

書

の
調

査

対

象

で

あ

る
全

国

四

二
三

の
農

業

用

揚

水

機

の

う

ち

、

次

第

一
図

今

津

健

治

卜↓



第

一

表

農

業

用

揚

水

機

・
動

力

機

種

類

別

表

(
大
正
元
年
八
月
末
日
現
在
)

揚

原

動

水

機

機

離
心
動
卿
筒

水

車

往
復
動
卿
筒

其

他

合

計

百
分
率
(個
所
)

蒸

汽

機

関

個

所

二
二
九

五
三

一
九

三
〇

一

図
示
馬
力

約

一
五
、六
〇

六

〃

二
、
二
〇

八

〃

四
九

四

一
八
、三
〇

八

七

一
二

五

石

油

発

動

機

個

所
五
九一二二

六

四

有
効
馬
力

一
五

・

五
六

二五四

三

・
五

五
七
四

・
五

一
五

吸
入
瓦
斯
発
動
機

個

所八八

有
効
馬
力

=

三

二

三

・
八
九

電

動

機

個

所
四
〇

四
〇

有
効
馬
力

七

一
七

七

一
七

九

・
四
五

水

車

個

所一九
一
〇

有
効
馬
力

二

・
一
二
六

二
一二

個

所

合

計

一三
二
七

六

三
二

一二

四

二
一二

一
〇
〇

・
○
○

百
分

率

七
九

・
六
七

一
四

・
九
〇

四

・
九
六

〇

・
四
七

一
〇
〇

・
O
O

に
掲
げ
る
第

一
表

(
同
書
四
二
頁

)
に
明
ら

か
な
よ
う
に
、
蒸
気
機
関
、
石
油
発
動

機
、
吸
入
瓦
斯
発
動
機
、
電
動
機
等

の
機
械
的
動
力
機
を
利
用
し
た
揚
水
機

に
交

っ

て
、
依
然
と
し
て
水
車
を
動
力
機
と
す
る
水
車
の
揚
水
機
が
九
基
だ
け
計
上
さ
れ
て

い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
水
車
は
い
ず
れ
も
藤
原
式
水
車

で
あ
る
。

右
の
第

一
表
が
雄
弁

に
物
語
る
よ
う
に
、
藤
原
式
水
車
は
近
代
的
な
揚
水
機

に
交

っ
て
最
後
ま
で
生
き
続
け
、
在
来
の
水
車
の

一
つ
の
極
点
を
示
し
た
も
の
で
あ

っ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
い
わ
ば
水
車
の
最
後
を
飾

っ
た
藤
原
式
水
車

や
そ

の
製
作
者
藤
原
治
郎
吉
と
い
う
水
車
大
工
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
先
頃
、
藤
原
治
郎
吉
の
遺
族
の
方
々
に
お
会

い
し
、
資
料
を
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会

に
恵
ま
れ
た
。
以
下
、
藤
原
式
水
車
に
関
す
る
若
干
の
資
料
を
紹
介

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
、
藤
原
治
郎
吉
の
生
い
立
ち

藤
原
治
郎
吉
は
大
正
七
年
三
月
十
二
日
、

七
八
才

(
数
え
年

)
で
千
葉
県
に
没
し

て

い

る
か

ら

、

こ

れ

か

ら
推

定

す

れ

ば
天

保

十

二
年

(

一
八

四

一

)
の
生

れ

で

あ

る
。

生

地

は

泉

州

で
現

在

の
泉

佐

野

市

鶴

原

貝

田

↓
八
七

一
番

地

で

あ

る
。

父

親

は

為

蔵

と
言

い
、

現

在

も

す

ぐ

近

く

に
す

む

遺

族

の

話

を

総

合

す

る

と
農

業

を

営

み
な

が

ら

大

工

と

し

て
優

れ

た

腕

前

を

発

揮

し

て

い
た

よ

う

で
、

明

治

の

中
期

に
没

し

て

い

る

よ

う

で

あ

る
。

藤

原

治

郎

吉

が

晩

年

(
大

正

初

期

)
に
書

き

記

し

た

「
藤

原

式

揚

水

機

発

明

二
就

テ

」

(
藤

原

興

一
氏

蔵

)
と

い
う

一
文

で
、

彼

は
藤

原

式

水

車

が

父

子

二
代

に
わ

た

る
発

明

で
あ

る

こ

と

を
強

調

し

な

が

ら

、

父
為

蔵

の
業

績

に

つ

い
て

次

の

よ

う

に
述

べ

て

い
る
。

「
予

力
家
祖
元
和
泉

ノ
偏

僻

二
起

リ
世

襲

農

業

二
従

フ
父

ノ
世

二
至

リ

テ
夙

二
国
家

経

営

的

見

地

ヨ
リ

農

事

改

良

二
志

ヲ
傾

ケ
、

普

ク

国

内

ヲ
巡

遊

シ

テ
足
跡

殆

ド
全

土

二
禰

リ

各

地

ノ
風

士

、

地
味

、

人

情

、

地
勢

ノ
関

係

等

二
竪

ミ
甲

ヲ
展

キ

乙

ヲ

誘

ヒ
長

ヲ
採

リ

短

ヲ
補

ヒ
薪

蘇

ヲ

開

キ

テ
菜

圃

ヲ
造

ラ

シ

メ
沼

沢

ヲ

埋

メ

テ
美

田

ヲ
得

セ

シ

メ
、

暖

地

二
甘

藤

ヲ
培

ハ

シ

メ
寒

地

二
果

樹

ヲ
養

ハ

シ

ム

ル
等

此

類

実

二
枚

挙

二
邊

ア

ラ
ズ

、

殊

二
萬

頃

ノ
良

山

タ

ル
砂

荘

千

里

ノ
沃

野

モ

黄

禾

ノ
穣

々

ト↓



タ
ル
膏
膣
・
Ψ
原
モ
水
利
・
便
益

ナ
ク
嚢

ノ
設
備

ナ
キ
ガ
為
メ
ニ
唯
徒

二
讐

ノ
茂

生

二
委

子

野

獣

ノ
躁

躍

ヲ
逞

フ

セ

シ

メ
タ

ル

ナ
ド

識

者

ノ
観

過

ス

ヘ
カ

ヲ

サ

ル

モ

ノ
比

々
皆

然

ラ

サ

ル

ハ
ナ

シ
、

於

之

奮

然
灌
漑

機

ノ
創

始

二
決
意

シ
寝

食

ヲ

拗

チ

テ
専

心

其

ノ
考

案

二
耽

溺

シ
、

或

ハ
東

二
奔

り

チ

工

匠

二
説

キ

或

ハ
西

二
馳

セ

テ
水

利

ヲ
考

歯敷
シ

南
船

北

馬

殆

ド
席

ノ
温

ナ

リ

シ

ヲ
覚

エ
サ

リ

シ

ト
、

惟

フ

ニ

封
建
時
代
器
械
及
土
木
学
二
類
ス
ル
研
究
ノ
途
乏
シ
ク
而
モ
郷
党

二
ハ
狂
者
ト
喧

笑

サ

レ
怪

シ

キ

器

械

・
考

案

者

ト

シ

テ

・
垂

ロ
ヲ
受

ケ

四

面

ノ
間

二
研

磋

二
余

念

ナ
キ
当

時

ノ
辛

酸

蓋

シ
察

ス

ベ

キ

ナ

リ

斯

ク

テ
其

効

空

シ

カ

ラ
三

・
揚

水

機

ハ
考

案

セ

ラ

レ

シ

モ
運

転

二
多

大

ノ
人

力

ヲ
要

ス

ル
ト

揚

水

ノ
程

度

充

分

ナ

ラ
ザ

リ

シ
為

二
未

ダ

広

ク
行

ハ

レ
サ

ル

ノ
間

二

偶

々

二
登

ノ

犯

ス
処

ト

ナ
リ

テ
易

賓

セ
シ

ハ
予

ガ

五

十

余

歳

ノ
頃

ナ

リ

シ

ナ
リ

L

こ

の
文

面

か

ら

も

推

測

さ

れ

る

よ

う

に
、

藤

原

為

蔵

は

日
本

の

い
わ

ゆ

る

農

業

先

進

地

域

と
い
わ
れ
る
泉
州

の
産
業
風
土
が
生
み
出
し
た
優
れ
た
水
車
大
工
の

天

で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
因
み

に
為
蔵
の
い
ま

天

の
子
が
松
浪
米
蔵

(
藤
原
家
か
ら
近
く
の
松
浪
家

へ
養
乏

行
く

)
で
、
明
治
中
期
の
泉
州
織
物
の
多

く
は
彼
の
発
明

に
な
る
実

鼓
機

L
と
し
て
著
名
な
織
機

に
よ

.
て
織
り
出
さ
れ
た

こ
と

は

周

知

の

こ
と

で
あ

ろ

う
。

つ
ま

り

藤
原

治
郎

吉

と

松

浪

米

蔵

は
実

の

兄
弟

な

の

で

あ

る
・

藤

原

家

は

幕

末

か

ら

明
治

期

に

か
け

て
、

日
本

の
各

地

に
み

ら

れ

た
発

明

家

一
族

の

一
つ
の
例

証

と

い
え

よ

う
。

三
、
第

一
回
内
国
博
覧
会
に
出
品

藤
原
治
郎
吉
の
前
半
生
は
筆
者
の
現
在
ま

で
の
調
査
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
謎

に

包
ま
れ
て
い
る
。

よ
う
や
く
明
治
十
年
の
第

颪

内
国
勧
業
博
覧
会

薯

米
機
を
出
・叩
し
、
褒
状
を

受
け
て
い
る
こ
と
が

『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
墾

口
書
二

『
明
治
前
期
産
業

発

達

史

資

料

」

、

第

八
集

一

)
に
明

ら

か

で

あ

る
。

機
械
の
部
で
の
受
賞
者
は
臥
雲
辰
致

(
ガ
ラ
紡
機
を
発
明

)
、
三
吉
正

一
(
三
吉

電
機
を
創
設

)
、
杉
山
徳
三
郎

(
筑
豊
炭
田
に
蒸
気
機
関
を
導
入

)
、
藤
島
常
興

(

測
定
器
を
製
作

)
等

の
明
治
期
の
最
も
代
表
的
な
機
械

の
発
明
家
た
ち
を
交
え
て
三

一
名
で
あ
る
が
、
藤
原
次
郎
吉
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。

彼
の
香
米
機
は

『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
解
説
」

(
『
明
治
前
期
産
業

発
達
史
資
料
」
第
七
集
三

・
四
)
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

⊥呑

米

機

堺
県
和
泉
国
日
根
郡
王
子
村

藤
原
治
良
吉
外

二
人

製
作
運
用
第
百
十
三
図

(
第

一
図
参
照

)
本
郡
鶴
原
村
藤
原
治
左
衛
門
岸
和
田
村

佐
藤
為
三
郎

・
二
人
ト
相
謀
り
四
五
年
前
ヨ
リ
創
案
シ
本
年
四
月
二
至
魏

マメ
テ

成

ル
其

制

凡

ソ

八
日

ヲ
設

ク

大
杵

三
本

量

各

五
貫

目

後

部

二
竪

立

ス
ル
水

碓

ノ
制

二
同

シ
小

杵

五
本

各

三

貫

五

百

目

ノ
量

ア

リ
前

部

二
横

装

ス
踏

碓

ノ
式

二
異

ナ

ラ

ズ

(
イ

)

ノ
推

柄

ヲ
押

運

ス

レ
バ
攣

杵

(

・

)
二
由

リ

テ
箱

内

・
諸

歯

輪

(

ハ

)

ヨ
リ

(
ト

)
二
至

ル
迄

ヲ

運

回

シ

(
チ

)
ノ
軸

木

ヲ
旋

ラ

シ
以

テ

杵

身

ヲ
提

起

ス

ル
ナ
リ
箱
ノ
内
外

二
趨
譲

(
リ

)
ア
リ
其
輻
端

一客

重
石
ヲ
附
ス
箱
内

ニ
ア
ル

ハ

宕

・
量
八
貫
目
箱
外
ナ
ル
ハ
宕

ノ
曇

貫
六
百
絹
残

言

二
米
三
石
二

斗

ヲ
揚

精

ス

ベ

シ
且

ツ
尋

常

ノ
旧
春

二
比

ス

レ

バ
米

ノ
折

耗

四
分

一
ヲ
少

ク

ス
而

シ

テ

運

用

極

メ

テ
カ

ヲ
労

セ
ズ

常

人

隻

手

ニ

テ
能

ク
之

ヲ

運
転

ス

ベ

シ
其

十

六
杵

ヲ
具

フ

ル
者

一
機

ノ
値

百

六

十

円

ナ
リ

ま

た

『
明

治

十

年

内

国

勧

業

博

覧

会

報

告

書

』

(
『
明

治

前

期

産

業

発

達

史

資

料

　

第

八
集

一

)
は
彼

の
春

米

機

を

評

し

て

次

の

よ

う

に
述

べ

て

い

る
。

春

米

機

ハ
出

品

最
多

ク
凡

ソ

十

三
機

ア
リ

中

二
就

イ

テ
堺

県

藤

原

次

郎

吉

ノ
機

ハ

評

語

二
善

ク
人

力

ヲ
省

ク
亦

用

フ
ベ

シ
ト

シ
褒

状

ノ
賞

ヲ

下

セ
リ

其

装

置

タ

ル
殊

二
起
勢

車

ノ
輻

端

二
重

石

ヲ
附

シ

テ
運

力

ヲ
増

シ
且

ツ
秤

杵

ヲ
設

ケ

テ
推

柄

ノ
勢

ヲ
助

ケ

又
水

碓

ト

踏

碓

ノ
制

ヲ
併

用

ス

ル

二
在

リ

是

レ
他

ノ
春

米

機

二
勝

リ

テ
能

ク

八

本

ノ
杵

ヲ
運

用

ス

ル
所

以

力

卜↓



内
国
勧
業
博
覧
会
が
、
と
く
に
明
治
期
の
地
方
産
業
の
発
展
に
及
ぼ
し
た
絶
大
な

影
響
力

に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
論
者
の
指
摘
が
あ
る
が
、
藤
原
治
郎
吉

に
し
て
も
、
彼

の
能
力
が
世
に
認
め
ら
れ
る
に
至

っ
た
最
初
の
契
機
は
内
国
勧
業
博

覧
会

へ
の
出
品
と
受
賞
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

彼
の
春
米
機
は
た
ま
た
ま
千
葉
県
の
人
々
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
招
き
に

応

じ
て
千
葉
県
に
移
り
、
や
が
て
揚
水
機

の
発
明
改
良

に
腕
を
ふ
る
う
こ
と
に
な

っ

た
。
彼
の
略
伝
を
掲
載
し
て
い
る
「
房
総
人
名
辞
書
」

(
千
葉
毎
日
新
聞
社
編

・
明

治
四
十

二
年
刊

)
は
、
そ
の
間
の
経
過
を
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
夙
に
諸
機
械
の
工
夫
発
明
に
趣
味
を
有

せ
し
が
齢
十
七
歳
の
頃

一
の
籾
摺
機
械

を
発
明
し
、
更
ら

に
幾
多
の
研
究
と
巨
額

の
資
金
と
を
費
し
た
る
結
果
、
三
十
三

歳
に
し
て
漸
く
其
目
的
を
貫
徹
し
揚
水
機
、
及
精
米
機
、
粉
挽
、
砂
糖
繰
其
他
澱

粉
製
造
等

の
諸
機
械
を
発
明
し
其
精
米
機

は
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品

し
て
有
功

二
等
賞
牌
を
得
た
り
、
当
時
夷

隅
郡
押
日
村
の
人
に
て
治
郎
吉
の
発
明

に
か

＼
る
精
米
機
械
を
熟
視
し
其
構
造
の
凡
な
ら
ざ
る
を
看
取
し
百
方
協
商
の
結

果
遂
ひ
に
押
日
村
に
揚
水
機
械
の
新
設
を
為
す

に
至
れ
り
、
之
れ
本
県
下

に
於
て

同
人
の
揚
水
機
械
を
据
付
け
た
る
創
始
な

り
、
次
で
明
治
十
二
年
市
原
郡
鶴
舞
町

池
和
田
区
民
の
企
図

に
よ
り
養
老
川
上
流

を
堰
止
め
同
地
に
暗
渠
を
洞
貫
し
直
立

六
丈
有
余

の
運
転
揚
水
機
械
を
架
設
し
以

て
同
地
水
田
淵
五
町
歩
余
の
灌
漑

に
便

せ
り
」

ま
た
前
記
引
用
文
に
見
え
る
池
和
田
の
地
な
る
大
宮
神
社
の
境
内
に
讐
え
る

「
池

和
田
耕
地
整
理
竣
成
碑

」
(
昭
和
四
年
建
立

)
に
は
、
や
や
異

っ
た
表
現
で
は
あ
る

が
、
藤
原
治
郎
吉
が
明
治
{
年
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た
こ
と
が
機
縁

と
な
り
、
千
葉
県
に
移
り
池
和
田
の
地
に
揚
水
機
を
設
置
し
灌
漑

事
業
に
従
事
す
る

に
至
る
事
情
が
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
十
年
官
始
設
博
覧
会
於
東
都
上
野
、
各
地
産
物
無
不
列
陳
、
泉
州
人
藤
原

治
郎
吉
出
陳
其
所
発
明
之
木
造
揚
水
機
、
邨
人
覧
之
帰
直
、
与
衆
議
招
膀
藤
原
氏
、

以
託
其
住
民
乃
於
城
垣
之
下
利
用
田
尾
川
水
以
起
工
、
経
営
惨
坦
夜
以
継
暮
、

邨
人

刻
苦
更
甚
、
此
十
二
年
春
起
工
、
七
月
竣
工
、
鳴
呼
藤
原
氏
之
功
決
不
可
没

也

」
次
に
『
稿
本
千
葉
県
誌
」
上
巻

(
大
正
八
年
刊

)
に
よ
れ
ば

(
同
書
五
二
頁

)
、

池
和
田
水
揚
場

に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

、

「
池
和
田
水
揚
場

鶴
舞
町
大
字
池
和
田
字
殿
廻
り
に
あ
り
、
此
の
地
田
尾
川
の

北
岸
に
位
し
、水
田
五
十
余
町
を
有
す
れ
ど
も
土
地
河
床
よ
り
高
き
こ
と
約
六
十
余

尺
に
達
し
水
を
引
用
す
る
こ
と
能
は
ず

為

に
屡
旱
害
に
罹
れ
り
。
明
治
十
二
年
養

老
村
の
人
本
吉
良
平
、
鶴
舞
町
の
人
小
松
本
七
郎
平
等
こ
れ
を
憂
ひ
、
藤
原
治
郎

吉
の
能
く
水
揚
器
械
を
製
す
る
を
聞
き
、
村
民
と
謀
り
て
之
を
造
ら
し
め
た
り
。

水
函
を
田
尾
川
の
崖
}
と
崖
上
と
の
二
箇
処

に
設
け
、
之

に
大
中
小
三
個
の
車
輌

を
据
え
付
く
、
輪
の
直
径
大
は
二
十
四
尺
、
中
は
九
尺
、
小
は
四
尺
八
寸

に
し
て

小
輪
を
上
函
に
、
中
輪
を
下
函
に
据
え
、
大
輪
を
中
輪
の
傍

に
置
く
。

又
川
の
北

崖
に
あ
る
断
岩
を
盤
ち
て
虞買
を
上
下
二
箇
所

に
通
ず
、
下
賓
は
延
長
二
↓
三
間
に

し
て
河
水
を
引
き
て
之
を
大
輪
に
伝
へ
、
其
の
水
力
を
以
て
機
関
を
運
転
せ
し
む
、

上
賓
は
延
長
四
十
五
間
、
河
水
を
導
き
て
之
を
下
函
に
送
る
。
而
し
て
強
木
を
接

ぎ
て
裡
と
為
し
、
之
を
中
小
二
輪
の
間
に
架
し
、
運
水
函
九
十
六
個

(
一
函
水
七

升
五
合
を
容
る

)
を
梯
付
し
て
}
函
の
水
を
上
函
に
汲
揚
せ
し
め
、
其
の
水
を
分

派
し
て
水
田
に
灌
漑

す
る
装
置
な
り
。
爾
来
此
の
地
は
早
害
を
免
る
、
こ
と
を
得

た
り
、
明
治
十
四
集
其
の
模
型
を
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
て
褒
状
を
下
賜
せ

ら
る
。

」

四
、
藤
原
式
水
車
の
完
成

先
の
引
用
文
の
末
尾
に
も
書
き
加
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
藤
原
治
郎
吉
は
明
治

十
四
年
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会

に
は
第

二
機
械
館
に
池
和
田
の
地
に
設
置
し
た

揚
水
機
の
模
型

(
水
揚
器
械
雛
形

)
を
潤
国
社

の
社
名
で
出
品
し
た
。

こ
の
時
す
で

に
彼
の
住
所
は
前
回
の
堺
県
か
ら
千
葉
県
市
原
郡
鶴
舞
村
に
移

っ
て
い
る
こ
と
に
注



目
さ
れ

た

い
。

彼

の
出

品

物

は

『
陳

列
品

図

」

(
明

治

十

四

年

刊

)
に
掲

載

さ

れ

て

い

て
、

第

二
図

の

ご

と
き

も

の

で

あ

っ
た

。

彼

が

ベ

ル
ト
式

と

称

し

た

こ

の
揚

水
機

は

天

保

七

年

(

一
八

三

六

)
水

戸

藩

の
出

版

に

な

る

『
雲

覚

機

纂

」

(
「
日

本

科

学

古

典

全

書

」

第

十

一
巻

)
所

載

の

「
升

降

竜

」
を
改

良

し

た
も

の

で

あ

ろ

う
。

さ

ら

に

そ

の

源

流

を

た
ど

れ

ば

徐

光

啓

の

『
農

政

全

書

・
巻

之

十

七

・
灌
漑

図

譜

」

に
見

え

る

「
高

転

筒

車

」

に
到

達

す

る

で

あ

ろ

う

。ま

た

一
方

で

は
筒

車

(
淀

車

)
、

あ

る

い
は

『
雲

寛

機

纂

』

に

み
え

る

「
懸

泉

車

」

の

系

統

に
属

す

る
揚

水

機

の
改

良

も

並

行

し

て
行

っ
て

い

た

よ

う

で
、

そ

れ

ぞ

れ

状

況

に
応

じ

使

い

わ

け

て
設

置

し

よ

う

と

し

て

い

た
も

の

と
思

わ

れ

る
。

後

に
前

者

が

特

許

八

九

〇

一
号

(
第

三
図

参

照

)
後

者

が

特

許

一
〇

ゴ
二

五

号

(
第

四
図

参

照

)

と

し

て
実

る

こ
と

に
な

る
。

し

か

し

そ

れ

に
至

る
道

程

は

き

び

し

く

、

乗

り

越

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
多

く

の

難

関

が

彼

の
前

途

に
横

た

わ

っ
て

い

た
。

先

に
引

用

し

た

「
藤

原

式

揚

水

機

発

明

二

就

テ

」
は
、

そ

の
点

に

ふ

れ

て

次

の

よ

う

に
述

べ
て

い
る
。

「
明

治

十

一
年

跳

上

式

揚

水

機

成

リ

シ
モ
未

ダ

充

分

ナ

ラ
ズ

爾
来

鋭

意

之

力
改

良

二
易

メ
其

十

六

年

二
至

リ

テ
梢

見

ル

ベ

キ

モ

ノ
ト

ナ

リ
越

ヘ
テ

三

十

一
年

ヲ
至

ル

ニ
及

ビ

殆

ド

間

然

ス

ル
処

ナ

キ
機

械

ヲ
発

明

シ
之

ヲ
千

葉

県

君

津

郡

周

西

村

二
施

(空
白
)

設

シ
実

験

ノ
結

果

三

丈

余

ノ
高

地
約

百

町

歩

ノ
耕

田

二
灌
漑

シ

テ
余

裕

々

タ

ル

モ

ノ

ア

リ

尚

且

ツ
明

治

十

二
年

創

意

セ

ル

「
ベ

ル
ト

」

式

揚

水

機

モ
相

前

後

シ

テ
功

成

リ

殆

ド

百
尺

内
外

ノ
高

台

一
昼

夜

能

ク

数

十

万

石

ノ
水

量

ヲ

呑

吐

ス

ル

ノ
大

規

模

ナ

ル

(尾
)

ヲ
作

製

シ
之

ヲ
熊

本

県

阿

蘇

郡

宇

ケ
石

村

二
設

置

シ
衆

庶

ヨ
リ

完

全

無

欠

ノ
激

賞

ヲ
博

ス

ル

ニ
至

ル

」

ま

た
、

先

に
引

用

し

た

「
房

総

人

名

辞

書

」

も

、

主

と

し

て
池

和

田
な

い

し

市

原

郡

の
揚

水

機

を

中

心

に

し

た

記

述

で

は

あ

る
が

、

藤

原

式

水

車

の
改

良

の
苦

労

と

発

展

に

つ

い
て

、

前

記

引

用
文

に
続

い

て
次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る
。

「
爾
来
連
年
間
断
な
く
該
事
業
を
継
続
し

つ
～
あ
り
し
も
創
業
七
八
ケ
年
の
間
は

機
械

に
多
少
の
欠
点
あ
り
て
未
だ
充
分
其
効
果
を
奏
す
る
を
得
ざ
り
し
も
爾
来
更

ら
に
幾
多
の
工
夫
を
凝
し
た
る
結
果
明
治
廿
三
四
年
の
頃
に
至
り
其
短
所
欠
点
を

補
ひ
幾
多
の
改
良
を
施
し
漸
く
間
然
す
る
処
な
き
好
機
械
と
な
る
に
至
れ
り
、
現

に
明
治
二
十
七
年
の
如
盛
従
来
同
地
方
曽
て
其
例
無
き
大
早
害

に
際
し
区
民
は
毫

も
灌
漑

に
苦
ま
編

評

平
年
以
上
の
豊
作
を
得
た
り
・
是
れ
同
人
の
発
明
に
か
、

る
揚
水
機
の
効
果
に
外
な
ら
ず
、
試
み
に
現
今
同
人

の
製
作
に
か

、
る
所
謂
藤
原

式
揚
水
機
を
架
設
せ
る
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば
市
原
郡
に
四
ケ
町
村
八
ケ
所
の
多
き
に

達
し
其
灌
慨
反
別
百
八
十
六
町
歩
の
多
き
に
達
し
何
れ
も
山
林
原
野
又
は
粗
田
粗

畑
等
農
家
の
以
て
荒
蕪
地
と
し
て
鋤
耕
に
重

き
を
置
か
ざ
る
地
に
し
て
同
人
の
此

の
発
明
あ
る
や
挙

っ
て
才
れ
を
利
用
し
良
田
を
開
き
二
毛
作
を
為
し
或
は
緑
肥
を

作
る
等
着

々
と
し
て
農
事
改
良
の
実
績
を
挙
げ

つ
㌧
あ
り
」

藤
原
治
郎
吉
は
晩
年

(
大
正
初
期

)
、
自
ら
が
発
明
し
た
揚
水
機
の
概
要
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
宣
伝
し
て
い
る

(
藤
原
興

一
氏
蔵

)
。

機

械

ノ

概

要

目

的

灌
漑

二
使
用

ス
ル
場
合

ニ
ハ
河
川

ノ
流
水

二
沿
ヒ
テ
藤
原
式
大
黒
堰

ニ
ョ
リ
テ
副

川
ヲ
設
ケ
其
吸
水
ロ

ニ
樋
門
ヲ
作
リ
テ
流
量
ヲ
按
排
シ
副
川
ノ
勾
配
能
キ
処
ヲ
撰

ビ
テ
本
機
ヲ
装
置
シ
揚
水
セ
シ
メ
又
排
水

二
応
用
セ
ン

ニ
ハ
普
通

』
般

二
行

ハ
ル

・
ト
等

シ
ク
地
磐

ノ
低
部
ヲ
相

シ
テ
本
機

ヲ
揚
水
ノ
反
対

ノ
位
置

二
装
置

ス
ル
ニ

ア
リ
テ
此

ノ
場
合
ハ
原
動
力
ヲ
流
水

二
依

ル
能

ハ
ザ
レ
バ
火
力
電
力
等

二
侯

ツ
モ

ノ
ト
ス

機
械
構
造

ノ
大
要

本
機

ハ
全
部
木
製

ニ
シ
テ
副
川
ノ
樋
門

二
跨
ラ
シ
メ
タ
ル
揚
水
ノ
高
サ

ニ
等

シ
キ

長
方
形
扁
平
ノ
櫓
ヲ
組
ミ
樋
門
ノ
吐
水
ロ
ニ
水
翅
羽
ア
ル
二
個
ノ
大
車
輪

ヲ
具
ヘ

テ

一
ハ
最
高
所
ノ
送
水

二
供

シ
他

ハ
梢
低
部

ノ
送
水

二
充

ッ
而
シ
テ
大
車
輪

ノ
内

側

二
沿

ヒ
テ
梢
小
経

ノ
副
車
二
個
ト
櫓
頂

ニ
モ
同
ク
二
車
ヲ
設
ケ
之

レ
ニ
歯
車

ノ



第
二
図

十



第
三
図

一
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一



第
四
図



装

置

ア

ル

ベ

ル

ト

ヲ
以

テ

連

結

セ

シ

メ
ベ

ル
ト

ノ
外

壁

ニ

ハ
恰

モ

竣

藻

船

ノ
鋤

聯

ノ
如

ク
両

側

二
吐

水

ロ

ア

ル
送

水

槽

ヲ

上

方

二
向

ハ
シ

メ

テ
無

数

緊

着

セ

シ

メ
水

圧

ヲ
受

ケ

テ
毒

水

車

ヲ

運

転

ヲ
開

始

ス

ル
ト
共

水

ヲ
汲

・・
タ

ル
送

水

槽

バ
ベ

ル

ト

ニ
沿

ヒ

テ

上
方

二
送

ラ

ル

・
ト
共

二
頂

上

ノ
車

ノ
外

壁

ヲ
伝

送

サ

ル

・
ノ
際

水

ハ

両

側

ヨ

リ
吐

出

シ
テ

車

ノ
両

側

二
設

ケ

ラ

レ
タ

ル
水

路

二
注

ガ

レ
流

レ

テ
随

所

二

導

カ

ル

・
ノ
方

法

ヨ
リ

成

レ

ル

モ

ノ

ナ

リ

本

機

ノ
特

長

一
外

国

製

ノ
セ

ン
ト

フ

エ
ー

ガ

ル
▽
〈
ハ
ウ

オ

ー

シ

ン

ト

ン
等

ノ
嘲
日筒

二
比

ス

レ

バ

同

}
ノ
馬
力

ニ
テ

価

格

ハ
殆

ド

伯

仲

ノ
間

一}
ア

ル

モ
送

水

量

ハ
優

二
十

倍

ヲ
計

上

ス

ル
ヲ

以

テ

畢

寛

十

分

一
ノ
価

格

ノ

モ

ノ

ヲ
装

置

ス

ル

ニ
等

シ

二
全

部

殆

ド

木
製

ナ

レ
バ

製

作

ニ
モ

修
繕

ニ
モ
極

メ

テ
困

難

ナ

ク

延

ヒ
テ

機

械

輸

入

防

遇

ノ

'
端

ニ
モ
資

セ

ラ

ル

・
所

謂

国

家

的

営

造

物

ナ

ル

コ
ト

三

主

ト

シ
テ
流

水

ヲ
原

動

力

二
利

用

ス

ル

ノ
方

法

ナ

レ

バ
経

常

費

ヲ
要

セ
ズ

四

取

扱

ヒ

ニ
特

殊

ノ
智

識

及

技

能

ヲ
要

セ
サ

ル

コ
ト

五

構

造

壮

大

ニ
シ
テ

優

二
土

地

ノ
進

取
的

元
気

ヲ
表

彰

シ
得

ラ

ル

・
ノ

ミ

ナ

ラ
ズ

共

同

経

営

二
属

ス

ル

ヲ
以

テ
不

知

不

識

ノ
間

二
団

結

心

ヲ
助

長

セ

シ
ム

ル

ノ
好

果

ア

リ本

機

ノ

能

力

及

価

格

流

水

ヲ
動

力

二
利

用

セ

ン
ト

ス

ル

ニ
ハ
施

設

ノ
位

置

水

利

ノ
関

係

ま

エ

ノ
誰

易

等

実

地

二
踏

査

測

量

セ
サ

レ

ハ
適

確

ナ

ル
数

字

ヲ
算

出

シ
能

ハ
ザ

レ

バ
蝕

ニ
ハ
原

動

機

ヲ
石

油

機

械

又

ハ
蒸

汽

機

械

等

二
仮

リ

テ
概

算

セ

ル

モ
実

際

二
装

置

ス

ル
場

合

ハ
多

少

ノ
相

違

ア

ル

ヲ
免

レ
ズ

(
例

)

壱
百
町
歩

(
壱
千
段
歩
参
千
萬
坪

)
一二

日
所
要
ノ
水
量
牙
六
萬
石

ニ
シ
テ
其

設
備
費

ハ
左
表
ノ
如
シ

揚
水
高

五
〇
尺

四
〇
尺

三
〇
尺

二
〇
尺

一
〇
尺

所

要

馬

力
六

八

四

八
三
五

二
四

二
、五

石
油
発
動
機

代

価

四
、八

〇

〇

円

三
、
九

六

〇

三
、
二
〇

〇

二
、
二

八
〇

一
、
二
〇

〇

揚
水
機
代
価

八
、
四

五

〇

六
、
八

五
〇

五
、
二

五
〇

三
、
六

五
〇

二
、〇

五
〇

据
付
工
費

及
⊥」
工
費

五
〇
〇

四
〇
〇

三
〇
〇

二
〇
〇

一
二
〇

計

=

こ
、七

五
〇

二

、
二

一
〇

八
、
七

五

〇

六
、
一
三

〇

三
、
三

七

〇

本
機
ヲ
以
テ
排
水

二
応
用
セ
ン
ト
ス
ル
場
合

二
於
ケ
ル
価
格
標
準
左

ノ
如

シ

面
積
壱
百
町
歩

一
分
間
両
量
百
二
十

一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
(
四
寸

)
ヲ
平
均
両
量
ト

見
倣
セ
バ

三
十
五
馬
力

ノ
原
動
力
ヲ
要
シ

此
動
力
機
械
代
約

五

千

円

排
水
機
代
及
据
付
費
約

八
千
五
百
円

計

壱

万

参

千

五

百

円

ヲ
要
ス
ル
モ
機
械

ヲ
二
基
ト
ス
ル
時

ハ
運
搬
費
取
付
費

二
於
テ
多
少

ノ
増
減
ヲ
見

ル
ベ
シ

五
、
藤
原
式
水
車

の
特
徴

明
治
三
六
年
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
藤
原
式
水
車
の
模
型
が
三
基
出
品
さ
れ

た
(
『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録
』

)
。
こ
の
前
後
が
藤
原
式
水
車
が
最

も
多
く
利
用
さ
れ
た
時
期
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
筆
者
の
こ
れ
ま
で
知
り
得
た

地
点
は

一
九
ケ
所
に
及
ぶ
。
し
か
し
比
較
的
詳
細
な
デ
ー
タ
が
判
明
し
て
い
る
の
は

前
記

「
農
業
用
揚
水
機
調
査

・
第
二
次
」
に
掲
載
さ
れ
た
九
ケ
所
で
第
二
。
三
表
を

参
照
さ
れ
た
い
。



藤

原

式

水

車

を
他

の
蒸

気

機

関

等

機

械

的

動

力

機

を
用

い

た

揚

水

機

と
比

較

す

れ

ば

、

そ

の
特

徴

は

次

の
よ

う

な

こ

と

に

な

る

で
あ

ろ
う

。

①

揚

程

が

高

い
。

最

高

二
〇

メ

ー

ト

ル
以

上

に
達

す

る
。

他

の
動

力

機

の
場

合

は

一

〇

メ

ー

ト

ル

以

下
。

②

単

位

時

間

当

り

の
揚

水

量

が

少

い
。

し

か

し

燃

料

費

が

不

用

で

あ

る

と

い
う

こ

と

も

あ

っ
て
、

稼

動

時

間

が

長

い
。

年

間

一
、
七

〇

〇

～

二
、七

〇

〇

時

間

に

達

し

、

他

の
動

力

機

の

場

合

の
四

～

八
倍

。

③

建

設

費

が
安

い
。

維

持

費

が
安

い
。

さ
ら

に
藤

原

式

水

車

に

つ

い

て
言

え

る

こ
と

は

、

そ

の

ほ

と

ん

ど

が

千

葉

県

の

し

か

も

養

老

川

、

小

糸

川

、

小

櫃

川

の
東

京

湾

に

そ

そ

ぐ

三
水

系

に
集

中

し

て

い

る

こ

と

で

あ

る
。

第

二

・
第

三

表

に

明

ら

か
な

よ

う

に
群

馬

県

や
熊

本

県

に

も

存

在

し

た

が

、

決

し

て
全

国

的

に
普

及

し

た
水

車

の
型

で

は

な

い
。

な

ぜ

千

葉

県

に
特

に
集

中

し

た

の

か
。

考

え

さ

せ

ら

れ

る

多

く

の

問

題

を

含

ん

で

い
る

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

さ

ら

に
藤

原

式

水

車

の

そ

の
後

に

つ
い

て

で

あ

る
が

、

『
農

業

用

揚

水

機

調

査

・

第

三
次

」

(
大

正

九

年

十

二

月
末

日
現

在

、

大

正

十

一
年

十

一
月

発

行

)
か

ら

推

測

す

れ

ば

、

そ

の
多

く

が
大

正
期

に
姿

を
消

し

、

タ

ー

ビ

ン
水

車

や

電

力

に
取

っ
て
替

え

ら

れ

て

い

っ
た
よ

う

で

あ

る

が

、

さ

ら

に

調
査

研

究

を

続

け

る
必

要

を

感

じ

て

い

る
。最

後

に

な

っ
た
が

こ

の
調

査

に
御

協

力

い

た

だ

い
た

藤

原

家

の
方

々

(
熊

本

県

・

大

阪

府

.
千

葉

県

)
な

ら

び

に
吉

良

敏

雄

氏

、

矢

倉

伸

太

郎

氏

に

深

甚

の
謝

意

を
表

す

る
'も

の

で

あ

る
。

な

お

以

上

の
方

々

か

ら

御

教

示

い

た
だ

い

た
藤

原

式

水

車

に
関

す

る
資

料

の
詳

細

に

つ
い

て

は
別

に

発

表

の
機

会

を
持

ち

た

い
と

思

っ
て

い
る
。

第

二
表

藤

原

式

水

車

一

覧

府
県

群
馬

千
葉

熊
本

番号
一

二
九

三
〇

三

「

三
二

三
三

三
四

三
五二

所

在

地

郡多
野

康同同同同君
津

同阿
蘇

町
村

入

野

高

滝

同同同鶴
舞
町

周

西

同尾
ケ
石

大

宇

.馬
庭

養
老
字
下
畑

同
字
竹
部
田

不
入

本
郷

和
田

久
保

露狩
尾

据

付

年

月

明
治

年
月

三
七

・
=

三
六

・

六

二
八

・

六

一二
六

・

六
(マ
3

三
八

・
一
三

一
二
・

四

三
三

・

五

三
七

・

五

四

二

・

六

目的
灌

変
同

補
同

〃

同

〃

同

〃

同

〃

同

〃

同

〃開

同

〃

面

積
町

八
〇

・
0
0

一
六

・
四
五

;

丁

五

一

=

・
二

九

・
○
〇

四

二
・
四
二

七

一
●
六
一二

五
三

・
〇
三

五
}
二

三

幣種類蛮同同同同同同同同

難水
車

同同同同同同同同

実
揚
程

尺

四
七

・
〇

六
九

・
〇

六
八

・
〇

七
〇

・
〇

八
〇

・
〇

五
〇

・
〇

三
六

・
〇

五
三
。
六

三
七

・
六

総
揚

水
量

秒
立

方

○

・
四
〇

丁

四
四

一
・
五
〇

丁

三
二

〇

・
五
二

二
・
二
四

一
・
四
三

汀
酩

総馬力1-IlllIi

設

置

費

機
楓
費

円

一
、一二
}九
六

五
五
〇

六
〇
〇

八
〇
〇

八
〇
〇

一
、Q
O
O

一
、
一
七

一

一
三
、0
0
0

雛
矧円

二
、七
九
三

三
四
四

二
〇
Q

六
〇
〇

二
〇
〇

八
Q
Q

四
七
五

八
〇
〇

総

額

反

当

設
置
費

円

円

一
Q
、0
0
Q

・
O
O
O

一
二
・
五
〇

一

二
、八
四
二
・
0
0
0

}
七

・
三
〇

密
碑
墨
嘉

蒙
辮

総

二北
日蛤

秀
8

・且

三
・五・

二
、
三

二
・
六

二
Q

四

・
8

脚

一
六
、八
〇
〇

・
0
0
0
三
二
・
八
五

噂
馬
力

二
対
ス

ル
機
械

費

iIllー重1

二
愁

綴
'聡

二
・
二
六

二
・
〇
八

三
・

一
二

丁

三
八

二
・
五
〇

一
・・
八

一

一
鱒
二
九

平
均
一
ケ

年
経
常
費門

二
六
九

二
九
〇

=
二
八

五
Q
O

四
三
七

二
七
三

同

上

反

当

円
0

・
三
四

二
・
六
八

〇

・
五
四

〇

・
七
〇

〇

・
八
三

〇

。
五
四

斜
騨時

三
、六
〇
〇

}
、八
〇
〇

一
、八
三
六

二
、七
〇
〇

一
、八
〇
〇

}
、七
Q
O

二
、
二
六
六

二
、Q

一
〇

経

営

者

別
水共〃〃〃〃〃〃耕

一19
一

注

目
的

(
灌

㍑
灌
漑

、

変
"

地

目
変
換
、
補

H
用
水

補
給
、

開
11
開

墾

)

経

営
者
別

(
水
11
水
利
組

合
、
共

日
地
主

ノ
単

ナ
ル
共

同
事
業
、

耕
旧

耕
地
整

理

)



第

三

表

藤

原

式

水

車

仕

様

府

県

群

馬

千

葉

熊

本

番号
一

二
九

三
〇

二
=

三
二

三
三

三
四

三
五二

郡
多

野

市

原

同同同同君

津

同阿

蘇

町
村

入

野

高

滝

同同同鶴

舞

周

西

同尾
ケ
石

大
字

馬

庭

養

老

同不

入

本

郷

和

田

久

保

中

野

狩

尾

水

車

実
揚
程

尺
四
七

六
九

六
八
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